
底
堅
い
動
き
維
持
す
る
海
外
旅
行
市
場

〝
モ
ノ
づ
く
り
〞の
地
域
特
性
も
下
支
え

 

高
西
善
一
郎 

中
部
支
部
長

 

㈱
日
本
旅
行
・
中
部
営
業
本
部
長

　
日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
、〝
モ
ノ
づ
く
り
〞で
知
ら
れ
る
中
京

圏
。J
A
T
A
中
部
支
部
で
は
、若
年
層
市
場
の
活
性
化
、社
会
貢
献
活
動
や
人
材
確
保
な
ど
、地
域
特
性
を

踏
ま
え
た
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。高
西
支
部
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

中部支部長インタビュー

������������	��
����
������������

伸
び
目
立
つ
東
南
ア
ジ
ア
方
面

Q　

中
部
地
域
に
お
け
る
海
外
旅
行
動

向
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
西
支
部
長　

中
部
国
際
空
港
か
ら
の

出
国
者
数
を
み
る
と
、
2
0
1
2
年
は

1
6
7
万
3
7
4
5
人
を
記
録
し
て
、

対
前
年
で
1
0
3
・
6
％
、
対
前
々
年

で
も
1
0
2
％
と
い
う
結
果
と
な
り
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
以
前
の
水

準
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
2

年
に
は
中
国
や
韓
国
と
の
外
交
問
題
な

ど
も
あ
り
、
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は

出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

具
体
的
に
国
・
地
域
別
で
は
、
中
国

が
前
年
比
5
・
2
％
減
、
台
湾
が
同

2
・
8
％
減
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し

た
が
、
逆
に
、
韓
国
は
10
月
以
降
、
前

年
割
れ
し
た
も
の
の
7
・
5
％
増
と
プ

ラ
ス
を
維
持
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東

南
ア
ジ
ア
各
国
の
伸
び
が
目
立
っ
て
お

り
、
タ
イ
が
16
・
2
％
増
、
ベ
ト
ナ
ム

が
9
・
9
％
増
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

6
・
1
％
増
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
2
・

0
％
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

東
南
ア
ジ
ア
が
好
調
な
理
由
は
何

で
し
ょ
う
か
。

高
西
支
部
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で
急

速
に
経
済
が
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
〝
モ
ノ
づ
く

り
の
中
京
圏
〞
な
ら
で
は
の
特
性
も
指

摘
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ト
ヨ
タ

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
メ
ー
カ
ー
が

中
京
圏
に
は
存
在
し
て
お
り
、
視
察
を

含
め
た
法
人
需
要
が
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
も
、
漸
増
で
は
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
2
0
1
0
年
か
ら
の
右
肩
上

が
り
を
下
支
え
す
る
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
海
外
進
出
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
メ
ー
カ
ー
が
、
今
後
の
急
成
長
が

見
込
ま
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
視
察
を

繰
り
返
す
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
く
、
そ

の
ま
ま
純
粋
な
観
光
性
需
要
に
結
び
付

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

将
来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た
ツ
ー

ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
道
筋
を
開
く

よ
う
な
動
き
へ
着
実
に
つ
な
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

若
年
層
の
掘
り
起
こ
し
も
推
進

Q　

海
外
旅
行
市
場
の
拡
大
に
向
け

て
、
若
年
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
性
化
が

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
西
支
部
長　

中
部
支
部
で
は
、
愛

知
・
岐
阜
・
三
重
の
3
県
と
名
古
屋

市
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
、
中
部
経
済

連
合
会
、
中
部
国
際
空
港
な
ど
で
構
成

す
る
中
部
国
際
空
港
利
用
促
進
協
議
会

と
協
力
し
、
若
年
層
の
海
外
旅
行
促
進

を
図
る
た
め
、
18
〜
29
歳
を
対
象
に

「
海
外
旅
行
で
の
印
象
的
な
体
験
」
を

写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
募
集
す
る
〝
ワ
ー

ル
ド
リ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〞
を
、
昨

年
12
月
か
ら
3
月
末
ま
で
の
期
間
で
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
需
要
促
進
の
た

め
全
面
的
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
J
A
T
A
中
部
支
部
で
は
、
早
く

か
ら
社
会
貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

き
て
お
ら
れ
ま
す
。

高
西
支
部
長　

も
と
も
と
1
9
9
0
年

代
後
半
か
ら
、
三
重
県
に
あ
る
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
、
ス
ペ
イ
ン

村
や
長
島
温
泉
な
ど
県
内
の
観
光
地
へ

招
待
し
て
い
た
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
あ

り
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
熊
野
古
道
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
「
世
界
文
化
遺
産
」
へ
の
登
録
準

備
な
ど
も
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中

で
、
清
掃
ハ
イ
ク
な
ど
も
実
施
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
11
月
に
一
般
の
参
加
者
を
募
っ

て
、
J
A
T
A
中
部
支
部
三
重
地
区
委

員
会
の
会
員
が
付
き
添
う
形
で
行
っ
て

い
ま
す
。
福
井
地
区
委
員
会
で
は
8
年

ほ
ど
前
か
ら
、
県
内
の
海
水
浴
場
や

遺
跡
、
温
泉
街
な
ど
を
中
心
に
清
掃

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
愛
知
県
で
も

2
0
1
0
年
か
ら
2
年
続
け
て
香
嵐
渓

で
清
掃
活
動
を
行
っ
た
後
、
昨
年
も
半

田
市
街
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
「
こ
う
い

う
活
動
は
、
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し
い
」
と

の
要
望
を
沢
山
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q　

旅
行
業
界
で
働
く
人
材
の
確
保
と

い
う
面
で
は
如
何
で
す
か
。

高
西
支
部
長　

昨
年
11
月
に
、
愛
知
県

産
業
労
働
部
就
業
促
進
課
主
催
の
「
業

界
説
明
会
」
に
協
力
・
参
加
し
ま
し

た
。
県
に
よ
る
若
者
就
労
ミ
ス
マ
ッ
チ

解
消
支
援
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
若
年
層
の
就
業
率
改
善
を

図
る
行
政
側
と
、
優
秀
な
人
材
を
集
め

て
離
職
率
も
低
下
さ
せ
た
い
業
界
の
意

向
と
が
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
ま
し
た
。

流
通
業
界
な
ど
他
業
種
と
の
合
同
説
明

会
で
し
た
が
、
来
年
度
も
、
ぜ
ひ
、
今

年
度
に
実
施
し
た
「
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
（
愛
知
労
働
局
主
催
）
と

と
も
に
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
部
支
部
と
し
て
は
、
地
域
の
活
性

化
に
向
け
、
中
部
運
輸
局
や
中
部
広
域

観
光
推
進
機
構
、
自
治
体
と
意
欲
的
に

連
携
し
、
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

高西善一郎 中部支部長



支部活動報告

●
1
月
8
日　

J
A
T
A
九
州
支
部
新
年
賀

詞
交
換
会
を
開
催

　
　

賀
詞
交
換
会
に
は
、佐
藤
九
州
運
輸
局

長
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
の
方
々
を
は

じ
め
、会
員
各
社
、航
空
会
社
、ツ
ア
ー
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
各
社
、バ
ス
会
社
、旅
館・ホ
テ
ル
な

ど
か
ら
4
0
9
名
が
参
加
。九
州
産
業
高

校
書
道
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

書
道
も
披
露
さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

●
12
月
21
日　

国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

国
内
旅
行
委
員
会
が
主
催
す
る「
か
ん
な

タ
ラ
ソ
沖
縄
と
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
研
修
視

察
」に
つい
て
、申
込
状
況
の
報
告
と
内
容
の

最
終
確
認
を
行
っ
た
。ま
た
、次
年
度
の
事

業
計
画
に
つい
て
協
議
し
た
。

●
1
月
8
日　
「
か
ん
な
タ
ラ
ソ
沖
縄
と
ギ
ン

バ
ル
訓
練
場
跡
研
修
視
察
」を
実
施
。新
た

な
観
光
素
材
の
発
掘
と
沖
縄
東
海
岸
地
区

基
地
跡
地
利
用
に
つい
て
学
ん
だ
。

�������	��
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�����������������

◉
支
部
活
動
報
告

●
1
月
10
日　

観
光
業
界
新
年
交
礼
会
を
開

催
。

●
1
月
8
日   

幹
事
会
を
開
催
。支
部
活
動

報
告
、支
部
役
員
補
欠
選
任
に
関
す
る
件
、

ま
た
、同
日
行
わ
れ
た
新
春
交
賀
会
の
最
終

確
認
を
行
っ
た
。

●
1
月
10
日　

栃
木
県
地
区
委
員
会
が
、訪

日
旅
行
推
進
委
員
会
主
催
の「
訪
日
外
国

人
受
入
促
進
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム（
栃
木
）」に

運
営
協
力
。

●
1
月
15
日　

千
葉
県
地
区
委
員
会
賀
詞
交

歓
会
を
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
に
て
開

催
。国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
、千
葉
県
森

田
知
事
を
は
じ
め
自
治
体
、関
係
団
体
、法

人
、会
員
等
、約
80
名
参
加
。

●
1
月
16
日　

埼
玉
県
地
区
委
員
会
賀
詞
交

歓
会
を
秩
父
の
ナ
チ
ュラ
ル
フ
ァ
ー
ム
シ
テ
ィ

農
園
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。国
土
交
通
省
関
東

運
輸
局
を
は
じ
め
自
治
体
、関
係
団
体
、法

人
、会
員
等
、約
1
2
0
名
参
加
。

●
1
月
17
日　

山
梨
県
地
区
委
員
会
に
て
苦

情
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

●
1
月
21
日　

長
野
県
地
区
委
員
会
に
て
苦

情
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

●
1
月
28
日　

神
奈
川
県
地
区
委
員
会
賀
詞

交
歓
会
を
横
浜
の
ホ
テ
ル
ニュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に

て
開
催
。国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
を
は

じ
め
神
奈
川
県
知
事
を
は
じ
め
、自
治
体
、

関
係
団
体
、法
人
、会
員
等
、約
1
6
0
名

参
加
。

●
12
月
21
日　

幹
事
会
を
開
催
。

●
1
月
8
日　

福
井
地
区
賀
詞
交
換
会
を
開

催
●
1
月
9
日　

愛
知
賀
詞
交
換
会
を
開
催
。

●
1
月
10
日　

石
川
賀
詞
交
換
会
、三
重
賀

詞
交
換
会
、岐
阜
賀
詞
交
換
会
を
そ
れ
ぞ

れ
開
催
。

●
1
月
7
日　

J
A
T
A
関
西
支
部
年
賀
会

を
開
催
。

 

　

ザ・リ
ッ
ツ・カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
年
賀
会
に
は
、ご
来
賓
の
大
黒
伊
勢

夫
近
畿
運
輸
局
長
を
は
じ
め
在
関
西
総
領

事
館
、国
内・海
外
の
関
係
機
関
の
方
々
と
、

業
界
か
ら
は
J
A
T
A
本
部
の
中
村
達

朗
理
事
長
を
含
め
会
員
会
社
を
合
わ
せ
て

4
1
3
名
が
参
加
。

　
　

年
賀
会
で
は
新
年
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
う
と
と
も
に
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招

き
し
た
甲
陽
音
楽
学
院
講
師
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
演
奏
も
楽
し
ん
だ
。

●
1
月
13
〜
14
日　

広
島
空
旅
を
開
催
。

●
1
月
15
日　

賀
詞
交
換
会
、第
3
回
幹
事

会
を
開
催
。

●
12
月
13
日　

幹
事
会
を
開
催
。上
期
の
支

部
活
動
報
告
を
行
い
、次
年
度
の
事
業
計
画

に
つい
て
協
議
し
た
。

●
12
月
17
日　

国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

「
行
く
バ
イ
！
東
北
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
成
果

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、次
年
度
の
事
業

計
画
に
つい
て
協
議
。

●
12
月
19
日　

海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

次
年
度
の
活
動
計
画
に
つい
て
協
議
。

●
12
月
20
日　
「
行
く
バ
イ
！
東
北
キ
ャンペ
ー

ン
」抽
選
会
を
実
施
。

●
12
月
20
日　

実
務
委
員
会
を
開
催
。

●
12
月
26
日  

消
費
者
相
談
委
員
会
を
開
催
。

関
東
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

北
海
道
支
部

東
北
支
部

沖
縄
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

甲陽音楽学院の皆様には「ジュピター ・スタンダードメドレー」で
年賀会を盛り上げていただきました。

懇親会の様子

九州産業高校書道部の皆さんによる
パフォーマンス書道


